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フラクタル図形の日除けへの利用に向けた特性評価

 

Characterization of fractal shapes for use as sunshades
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　フラクタルは樹木や植物の構造に確認され、都市部のヒートアイランド対策にその利用可能性が示唆されて

いる。フラクタル図形は元になる図形や生成操作の方法により形状や次元が多様である。 

　本研究では、日除けへの利用を見据えてシェルピンスキー四面体のもつ特性を明らかにすることを目指し

た。 

　日射による実測予定日に合わせた遮光角をもつシェルピンスキー四面体を3Dプリントにより製作し、体

積、密度、表面積、熱特性、反射率、遮光率の観点から特性評価を行う。測定は現在も継続中である。 

　本発表では、特性評価の結果を報告するとともに、フラクタル図形の日除けへの利用可能性について論じ

る。
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